
額田城跡の築城から廃城まで
（最後の城主小野崎昭通のその後）

☆ 額田城跡とは
那珂市額田南郷の那珂台地の杉の木立に囲まれた中に
あり、規模は東西1,200m南北800m、面積にして東
京ドームの21.5倍となり、戦国時代における常陸の
国最大級の群郭方式による城跡です。
城郭は本丸・二の丸・三の丸・外堀で囲まれ、南側は
有が池（現田圃）に面した難攻不落の城であったと推
測されます。
現在本丸・二の丸の堀・土塁は、ほぼ原型の状態で
残っており、那珂市の指定史跡となっています。面積
は本丸・二の丸合わせて77,000㎡あり、城跡内散策
のために遊歩道が整備されています。
☆ 額田城の歴史
今から760年前、鎌倉時代の初期1249年に佐竹氏宗
家5代義重の次男義直が額田に城を築き、額田氏を名
乗ったのが始まりです。額田氏10代義亮の時、佐竹
氏宗家と庶家の対立する山入の乱に巻き込まれ、佐竹
氏宗家13代義人に攻められ落城。その後、家臣の小
野崎通業の孫道重が城主となり、以後小野崎氏として
7代続きます。
戦国時代終盤の1591年、7代小野崎昭通の時「謀反
あり」とされ、佐竹氏宗家20代義宣に攻められ落
城。昭通は伊達政宗を頼り陸奥へと亡命しました。
よって、額田氏10代・小野崎氏7代合わせて340年
続いた額田城は廃城となります。
☆ 最後の額田城主小野崎昭通のその後
江戸時代になると、小野崎昭通は徳川家康の六男松平
忠輝に使えることとなります。その後水戸初代藩主徳
川頼房に仕官し、額田九兵衛と名乗り、水戸藩譜代の
重臣となりました。寛永7年（1630年）、62歳で没
し、水戸の酒門共有墓地にある「水戸藩士の墓所」に
埋葬されています。

額田城跡保存会の経緯と活動
☆ 発足の経緯
先人達の歩みを伝える貴重な文化遺産であり、また未
来人への道しるべともなる額田城跡を、保存整備し後
世に伝えることを目的として、平成15年11月、地元
有志が集い、額田城跡保存会として結成されました。
☆ 現在の活動
毎月の城跡内遊歩道周辺環境整備を中心とし、ホーム
ページ運用・広報紙発行・講演会開催などを通じて、
歴史的自然公園の額田城跡を、より多くの人々に知っ
ていただけるよう日々活動しております。
活動に興味を持たれた方はぜひ、下記何れかの方法で
ご連絡ください。
　ホームページ
　　https://www.nukada.jp/
　　　最上段「お問い合わせ」より
　額田地区交流センター
　　那珂市額田南郷31-2
　　☎ 029-295-6110（月曜休館）
☆ 交通案内
　　最寄り駅　JR水郡線額田駅から徒歩約 30分
　　　　　　　JR水郡線上菅谷駅から車で約 10分

　　那珂市指定史跡額田城跡
散策ガイド　

  額田城跡保存会
2020年 11月作成



☆城跡には杉の木立や桜、ヤブツバキ、カシ、竹林その他約200種類の植物が見られます。整備された城跡内は、大人から子供まで散策できる遊歩道が
設けられています。距離約3km、時間にして約40分で周回できます。下図はコースの一例です。（トイレは交流センターと阿弥陀寺にあります）


